






















































































会調査（JGSS：Japanese General Social Survey）によるものである。JGSS-2005の調査概
要については、下記のとおりである。
○調査地域：全国
○調査対象：2005年 9 月 1 日時点で満20歳以上89歳以下の男女個人
　　　　　　（大正 4 年 9 月 2 日～昭和60年 9 月 1 日までに生まれた男女）
○標 本 数：4,500人 
○抽出方法：層化二段無作為抽出法（全国を 6 ブロックに分け、市郡規模によって 3 段階
に層化し、人口比例により307地点を抽出。各地点において等間隔抽出法に


















































的があるとする研究（Menchik and Wiesbrod 1987; Brown and Lankford 1992; Smith et al. 
1995; Freeman 1997; Enjolras 2002; Yen 2002; Gracia and Marcuello 2002; Auten et al. 2002; 











A：1．政治関係の団体や会 0．いいえ　　 1．はい 
　　2．業界団体・同業者団体 0．いいえ　　 1．はい
　　3．ボランティアのグループ 0．いいえ　　 1．はい 



























































NET 1 = 政治関係の会や団体
NET 2 = 業界団体・同業者団体
NET 3 = ボランティアのグループ
NET 4 = 市民運動・消費者運動のグループ
NET 5 = 宗教団体や会














組織の所属数 (∑NET i, i =1,2,3,4,5,6)
表 1 -2　被説明変数とその他の説明変数




(1) 0円 (12) 750万円以上～850万円未満
(2) 70万円未満 (13) 850万円以上～1000万円未満
(14) 1000万円以上～1200万円未満
























































ここで、 y* は潜在変数であり、 y は観察可能な変数である。また誤差項であるε は標準
正規分布に従う。 Xは定数項を含む説明変数の行列である。したがって、 X の 1 列目はす














A: DIVOK 0 1 2 3






なんといっても女性の幸福は結婚にある 0 1 2 3
D: MNCOOK 男性も身の回りのことや炊事をすべきだ 0 1 2 3
E: WWHHX 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 0 1 2 3
F: MNMGA なんといっても男性の幸福は結婚にある 0 1 2 3
G: JBMMCC 母親が仕事をもつと、小学校へあがる前の子ども 0 1 2 3
0 1 2 3
  によくない影響を与える
H: NOCCMG 結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない
 I : WWHPHH 妻にとっては、自分の仕事をもつよりも、 夫の仕
事の手助けをする方が大切である





に本稿が焦点を当てる説明変数である。表 1-2 と表 1-3 にまとめられているソーシャル・
キャピタル変数以外の説明変数は、ここではソーシャル・キャピタルの結婚の確率に対する
影響を正確にとらえるためのコントロール変数とみなすことができる。















変数名 平均 標準偏差 最小 最大 歪度 尖度
MARRY 0.7771 0.4165 0 1 -1.3308 2.7696
SEXX 0.5601 0.4967 0 1 -0.2420 1.0571
AGEB 47.2331 13.7121 20 85 0.0642 2.2704
AGEB2 2418.71 1324.42 400 7225 0.6239 2.9379
SZHSINC 10.4853 3.4933 1 19 0.0629 2.7037
XXLSTS 12.9076 2.4020 6 18 -0.0559 2.6847
TPHOUS 0.2669 0.4426 0 1 1.0534 2.1082
OWNHOUS 0.7405 0.4387 0 1 -1.0963 2.2004
ST5HLTH 2.4927 1.0385 0 4 -0.3344 2.5815
TPJOB 0.2683 0.4434 0 1 1.0449 2.0904
LVTG 0.1979 0.3987 0 1 1.5150 3.2938
DIVOK 1.3636 0.8481 0 3 0.2717 2.4958
WWJBIA 1.4428 0.8874 0 3 0.1353 2.2894
WNMGA 1.4472 0.8539 0 3 -0.0902 2.3368
MNCOOK 2.1232 0.7348 0 3 -0.6631 3.4492
WWHHX 1.3490 0.8846 0 3 0.0616 2.2343
MNMGA 1.4472 0.8401 0 3 -0.1456 2.3651
JBMMCC 1.4502 0.8728 0 3 0.0136 2.3052
NOCCMG 1.3197 0.9358 0 3 0.2830 2.2204
WWHPHH 1.3211 0.8314 0 3 0.1559 2.4598
VOLUNT 0.1144 0.3185 0 1 2.4216 6.8627
DONATE 0.6979 0.4595 0 1 -0.8616 1.7409
TRUST 1.5308 0.6789 0 2 -1.1253 2.9753







説明変数 係数 係数 係数
定数項 -3.9359 *** -4.6860 *** -2.2495  
(0.9457) (1.2225) (1.5925)
SEXX 0.8251 *** - -
(0.1640)
AGEB 0.1302 *** 0.1533 *** 0.1165 **
(0.0302) (0.0441) (0.0512)
AGEB2 -0.0013 *** -0.0014 *** -0.0014 **
(0.0003) (0.0004) (0.0006)
SZHSINC 0.1994 *** 0.1951 *** 0.2212 ***
(0.0237) (0.0370) (0.0376)
XXLSTS -0.0727 ** -0.0428  -0.1434 **
(0.0354) (0.0424) (0.0715)
TPHOUS 0.1763  0.3486  0.1246  
(0.2145) (0.3090) (0.2985)
OWNHOUS 0.4460 ** 0.5811 * 0.4086  
(0.2130) (0.3150) (0.2911)
ST5HLTH 0.1005  0.1922 ** -0.0121  
(0.0657) (0.0856) (0.0991)
TPJOB 0.6734 *** 0.3643  0.7723 ***
(0.1694) (0.3042) (0.2127)
LVTG -1.5416 *** -1.2505 *** -2.2034 ***
(0.1726) (0.2253) (0.3049)
DIVOK -0.0736  -0.1428  -0.0642  
(0.0831) (0.1157) (0.1321)
WWJBIA -0.0127  0.0815  -0.0712  
(0.0916) (0.1429) (0.1378)
WNMGA -0.0277  -0.1526  0.0817  
(0.1297) (0.1928) (0.1871)
MNCOOK -0.1416  -0.1585  -0.1030  
(0.1114) (0.1499) (0.1846)
WWHHX 0.0053  -0.0069  0.1389  
(0.1133) (0.1612) (0.1676)
MNMGA 0.1585  0.2066  0.0993  
(0.1259) (0.1762) (0.1753)
JBMMCC -0.0145  0.0240  -0.0078  
(0.0915) (0.1194) (0.1523)
NOCCMG -0.0841  -0.0772  -0.0832  
(0.0799) (0.1101) (0.1193)
WWHPHH -0.1407  -0.1520  -0.2514  
(0.1048) (0.1457) (0.1624)
VOLUNT 0.4278 * 0.2837  0.7346 *
(0.2381) (0.3300) (0.3889)
DONATE 0.4087 *** 0.4701 ** 0.3313  
(0.1414) (0.1897) (0.2159)
TRUST 0.2319 ** 0.2401 * 0.2962 **
(0.0991) (0.1337) (0.1411)
NETWORK -0.2142 ** -0.2524 ** -0.1986  
(0.0956) (0.1254) (0.1596)
N 682 382 300














































































2 ） 国立社会保障・人口問題研究所（2006）によると、専業主婦を理想のライフコースに選ぶ女性は、第 9
回調査では約33 .6％であったものが第13回調査では約19％に減少している。一方、仕事と家庭の両立をラ











































な算出方法とはいえない。たとえば NETWORK は離散型変数ではあるが 2 値データでは
ない。したがって、多くの計量ソフトでは、NETWORK を連続型変数とみなし、その平均
値（表 2 より0.4897である）を用いて、限界効果を計算している。その様にして自動算出さ
れた値は意味がないことは、表 4-3 から明らかである。つまり、NETWORK に関して言
えば、それが 0 のときの結婚の確率、1 の時の結婚の確率、2 の時の結婚の確率、…、5 の
時の結婚の確率といった具合にそれぞれ計算し、たとえば、NETWORK が 5 の時の確率か
ら NETWORK が 4 の時の結婚の確率を引くという計算を行わなければならない 3 ）。表 1-1
から明らかなように、TRUST も同様に、2 値ではない離散型変数であり、同様の手順で限
界効果を求めなければならない。対して、VOLUNT と DONATE は 2 値の離散型変数であ
るので、限界効果は統計ソフトが自動的に計算する。このような手順に従い、「信頼」の限






























































































付録 II　婚姻率 vs. 合計特殊出生率
 
  















































63.5 68.9 69.3 68.0
19.5 27.1
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